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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

「
物
流
２
０
２
４
年
問
題
」

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。 

物
流
の
「
２
０
２
４
年
問

題
」
と
は
、
働
き
方
改
革
法

案
に
よ
り
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
時
間
に
上
限
が
課
さ
れ
る

こ
と
で
生
じ
る
問
題
の
総
称

の
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外
労
働

時
間
が
年
間
９
６
０
時
間
に

制
限
さ
れ
る
こ
と
で
、
一
人

当
た
り
の
走
行
距
離
が
短
く

な
り
、
長
距
離
で
モ
ノ
が
運

べ
な
く
な
る
と
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。 

な
ぜ
２
０
２
４
年
な
の
か

と
言
う
と
、
２
０
１
８
年
の

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
の

制
定
で
労
働
基
準
法
な
ど
の

関
連
法
が
改
正
さ
れ
、
２
０

１
８
年
に
交
付
、
２
０
１
９

年
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
物
流
・
運
送

業
界
は
、
事
業
や
業
務
の
特

性
上
別
の
扱
い
と
な
り
、
こ

の
規
定
が
、
２
０
２
４
年
３

月
末
ま
で
猶
予
と
な
っ
て
お

り
、
４
月
か
ら
実
際
に
適
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。 

 
 ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
環
境
は
劣
悪
と
言
わ
れ

ま
す
。
全
産
業
で
比
較
す
る

と
、
年
間
労
働
時
間
は
約
２

割
長
く
、
年
間
所
得
額
は
約

１
割
低
く
、 

有
効
求
人
倍
率

は
約
２
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
問
題
で
は
、
時
間

外
労
働
の
制
限
で
ド
ラ
イ
バ

ー
の
収
入
が
減
る
こ
と
で
離

職
が
増
え
、
更
に
ド
ラ
イ
バ

ー
不
足
が
深
刻
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

国
の
「
持
続
可
能
な
物
流

の
実
現
に
向
け
た
検
討
会
」

で
は
、
２
０
２
４
年
問
題
に

対
し
て
何
も
対
策
を
行
わ
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
営
業
用

ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
能
力
が
２

０
２
４
年
に
は
１
４
．
２
％
。

不
足
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

試
算
し
て
い
ま
す
。 

２
０
２
４
問
題
は
日
本
郵

便
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
現
在
、
日
本
郵
便

の
輸
送
モ
ー
ド
は
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
が
８
割
を
超
え
て
い
ま

す
。 長

崎
県
か
ら
は
地
域
区
分

局
の
大
村
局
か
ら
、
大
阪
・

名
古
屋
・
東
京
な
ど
本
州
に

向
け
、
毎
日
１
０
便
弱
の
地

域
間
直
行
便
が
運
航
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
直
行
便

の
お
か
げ
で
、
夕
方
長
中
局

を
差
し
出
さ
れ
た
ゆ
う
パ
ッ

ク
が
、
翌
日
の
夕
方
に
は
東

京
（
２
３
区
）
な
ど
で
配
達

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。 来

年
４
月
以
降
は
、
こ
の

直
行
便
が
運
航
さ
れ
な
い
、

或
い
は
所
用
時
間
が
大
幅
に

伸
び
る
可
能
性
が
有
り
ま
す
。

す
で
に
４
月
以
降
は
、
ゆ
う

パ
ッ
ク
な
ど
の
配
達
サ
ー
ビ

ス
レ
ベ
ル
が
変
更
に
な
り
、

翌
日
夕
方
配
達
さ
れ
て
い
た

東
京
宛
の
ゆ
う
パ
ッ
ク
が

翌
々
日
午
前
に
し
か
届
か
な

く
な
る
と
聞
き
ま
す
。
実
施

に
な
れ
ば
、
ヤ
マ
ト
運
輸
へ

の
配
達
速
度
で
の
優
位
性
も

な
く
な
り
そ
う
で
す
。 

２
０
２
４
問
題
へ
の
対
応

と
し
て
日
本
郵
便
は
他
の
宅

配
大
手
、
ヤ
マ
ト
運
輸
・
佐

川
急
便
と
以
下
の
協
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
ヤ
マ
ト
運
輸

と
は
ネ
コ
ポ
ス
の
取
り
扱
い

な
ど
、
佐
川
急
便
と
は
地
域

間
郵
送
で
の
共
同
輸
送
化
の

ほ
か
、
冷
凍
ゆ
う
パ
ッ
ク
の

佐
川
急
便
で
の
配
達
や
佐
川

急
便
の
不
在
荷
物
を
郵
便
局

で
も
受
け
取
れ
る
施
策
の
開

始
な
ど
で
す
。 

少
子
化
・
労
働
力
不
足
が

ま
す
ま
す
深
刻
と
な
る
今
後

は
、
こ
の
２
０
２
４
問
題
を

契
機
に
物
流
・
流
通
業
界
で

は
競
争
か
ら
共
存
へ
舵
を
切

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

引
受
量
増
加
を
求
め
る
よ

り
も
業
務
の
効
率
化
を
図
り

労
働
環
境
を
改
善
す
る
方
が

重
要
と
思
い
ま
す
が…

。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙・ 「みらい」 

ＮＯ．４４０１ 

`23 年１1 月2４日（金） 

℡･Fax 095-828-1953 
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期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        

 

日本郵便における２０２４問題への対応例 

【ヤマトグループとの連携】 

〇両社の経営資源を有効活用することで、顧客の利便性向上に

資する輸送サービスの構築と事業成長を図る。  

〇相互のネットワークやリソースを共同で活用することで、物流

業界が抱える以下のような社会課題の解決を目指す。  

①「2024年問題」（トラックドライバー不足など）の緩和への貢献 

②環境問題（カーボンニュートラル）への貢献 

 

【佐川急便との連携】 

〇幹線輸送の共同化の取り組み 

・佐川急便の東京の拠点物流センター（Xフロンティア）から福岡

センターへの郵送便を共同運航化。日本郵便の関東エリアから

九州エリアへの輸送で利用。を 2022年8月から運行開始 


